
海外安全対策情報（２０２１年１月～３月） 

 

１ 治安情勢 

新型コロナウイルス感染防止策として引き続き入国制限、移動制限等の措置

が施行されているため、観光客を狙った犯罪は減少傾向にある一方、夜間や人

通りの少ない通りでの犯罪被害は増加傾向にある。また移動制限や商店の営業

制限に抗議するデモやストライキが多発しており、一部暴徒化し警察との衝突

事例が報告されている。 

 

２ 日本人被害例 

  今期において、在留邦人の被害は確認されなかった。 

 

３ 殺人・強盗等凶悪犯罪例 

（１）殺人 

  ア １月１１日 

    カンパニア州ナポリにおいて、６０歳の男性が刺殺された。加害者は被

害者と交際中の女性の息子であり、被害者と母親の関係を把握していな

かったとのこと。 

  イ ２月１６日 

    ラツィオ州フォルミアにおいて、仲間同士の喧嘩により１７歳の少年

が死亡した。死因は太ももをナイフで刺されたことによる出血死であり、

加害者は同じ１７歳の少年であった。 

 

 （２）強盗 

   ア ３月８日 

     ラツィオ州ローマにおいて、ギャングの集団が車に乗っていた男性

を襲い、銃を突きつけて脅迫。約１１万ユーロが入ったカバンを強奪し

た。 

   イ ３月１２日 

     ラツィオ州ローマにおいて、深夜に覆面をした集団による宝石店強

盗事件が発生した。強盗は約５万ユーロ相当の宝石類を強奪し、車で逃

走した。 

 

４ テロ・爆弾事件発生状況 

  特になし。 

 



５ 誘拐・脅迫事件発生状況 

  特になし。 

 

６ 対日感情の変化 

  特になし。 

 

７ 日本企業の安全に関する諸問題 

  特になし。 

 

８ 日本人安全対策のために執った具体的措置 

  当館ホームページ上に最新の安全の手引き等を掲載した。 


